
                             

                             

                             

                             

 [第 333 号］             北日野公民館だより               令和 5年 12 月 15 日 

 

帆山橋から日野山を望む 日野フォトクラブ 

北日野地区の人口  4,183 名(11 月比 -4）（男 2,025 女 2,158 外国人含む 1,576 帯(11 月比-1） 令和 5年 12月１日現在 

 

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
熊 

ク
マ
に
よ
る
人
的
被
害
が
多
発
し
て
い
る
。
最
近
の
特
徴
は
、

従
来
目
撃
情
報
の
な
か
っ
た
平
地
や
市
街
地
に
も
餌
を
求
め
行
動

範
囲
を
広
げ
た
こ
と
だ
▼
今
か
ら
約
三
百
年
前
の
享
保
六
年
（
一

七
二
一
）
の
『
荒
谷
村
明
細
帳
』
に
「
猿
、
御
座
無
候
。
狼
、
少

少
居
申
候
。
猪
、
秋
中
ヨ
リ
参
リ
候
テ
翌
春
マ
デ
居
申
候
テ
、

稲
・
麦
ナ
ド
大
キ
ニ
荒
シ
迷
惑
仕
候
」
と
嘆
い
て
い
る
が
熊
の
姿

は
見
え
て
い
な
い
▼
ク
マ
は
本
来
臆
病
で
人
の
気
配
が
す
れ
ば
逃

げ
た
り
隠
れ
た
り
す
る
習
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
山
中
で

の
動
物
の
生
態
系
が
侵
さ
れ
、
食
べ
物
を
求
め
人
里
に
降
り
て
捕

え
ら
れ
て
い
る
。
本
来
の
丸
々
し
た
姿
は
な
く
痩
せ
細
り
、
冬
眠

で
き
ず
に
痛
々
し
い
▼
ク
マ
は
愛
ら
し
く
童
謡
に
多
く
歌
わ
れ
、

ぬ
い
ぐ
る
み
の
プ
ー
さ
ん
は
子
供
た
ち
の
心
の
友
と
し
て
夢
と
希

望
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
ク
マ
を
子
ど
も
た
ち
は
こ
れ

か
ら
害
獣
と
捉
え
る
の
だ
ろ
う
か
▼
経
済
成
長
は
地
球
温
暖
化
・

水
質
汚
染
・
海
水
汚
染
・
大
気
汚
染
・
森
林
破
壊
と
い
う
環
境
変

化
を
も
た
ら
し
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
が
存
続
の
危
機

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
▼
今
年
夏
日
本
は
観
測
史
上
最
も
暑
い
夏
に

直
面
し
、
世
界
各
地
で
も
大
干
ば
つ
や
大
規
模
な
山
火
事
、
水
害

等
が
多
発
し
て
い
る
▼
気
候
変
動
対
策
を
話
し
合
う
国
連
会
議

「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
８
」
が
ド
バ
イ
で
開
幕
さ
れ
た
。
国
連
事
務
総
長
は

「
も
は
や
地
球
温
暖
化
の
時
代
は
終
わ
り
、
地
球
沸
謄
の
時
代
に

入
っ
た
」
と
発
言
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
▼
私
た
ち
が
暮
ら

し
の
中
で
脱
温
暖
化
に
向
け
真
剣
に
取
組
む
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。 
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       〈地区の将来像〉  豊かな自然と誇れるふるさとづくり      令和 5年 12 月 15 日（2）    

 
 

囲
碁
ボ
ー
ル
・
ボ
ッ
チ
ャ
大
会 

 

十
一
月
二
十
六
日
（
日
）
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
、
北
日
野
小
学
校
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

大
会
結
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十
二
月
六
日
（
水
）
、
北
日
野
公
民
館
二
階

講
堂
に
お
い
て
、
第
二
回
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
及
び
、
さ
さ
え
あ
い
推
進
委
員
会
の
位
置

づ
け
で
講
師
に
宮
谷
信
行
先
生
を
招
い
て
認
知

症
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
先

生
か
ら
は
優
し
く
丁
寧
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

使
っ
て
認
知
症
に
つ
い
て
と
認
知
症
の
方
へ
の

対
応
に
つ
い
て
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。 

「
何
度
も
同
じ
こ
と
を
言
う
の
は
覚
え
て
い

な
い
の
で
は
な
く
、
そ
の
記
憶
が
な
い
か
ら
で

す
」
認
知
症
の
方
と
接
す 

る
と
き
は
そ
の
こ
と
を 

十
分
に
理
解
し
、
否
定 

し
た
り
プ
ラ
イ
ド
を
傷 

つ
け
な
い
よ
う
に
我
慢 

強
く
接
す
る
こ
と
が
大 

事
。
と
い
う
こ
と
を
学 

び
ま
し
た
。 

 

北
子
連
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

十
二
月
三
日
（
日
）
、
北
日
野
ミ
ニ
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
参
加
人
数
は
総

勢
六
十
四
名
と
、
多
く
の
参
加
を
し
て
い
だ

だ
き
ま
し
た
。 

 

内
容
と
し
て
は
、
数
人
で
チ
ー
ム
を
作

り
、
五
つ
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
順
番
に
回
っ
て

得
点
を
競
う
も
の
で
し
た
。
体
を
動
か
し
た

後
は
、
目
の
前
で
つ
い
た
つ
き
た
て
の
お
餅

を
自
分
の
好
き
な
味
付
け
で
、
豚
汁
と
一
緒

に
み
ん
な
で
美
味
し
く
食
べ
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。
北

子
連
だ
け
で
は
到
底
行
え
な
い
内
容
で
し
た

が
、
色
々
な
団
体
の
方
に
ご
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
お
か
げ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
あ

ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、

お
も
ち
と
豚
汁
を
前
日
か
ら
準
備
し
て
い
た

だ
い
た
『
日
赤
奉
仕
団
』 

の
方
々
、
本
当
に
あ
り
が 

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

北
日
野
地
区
子
ど
も
会 

育
成
連
絡
協
議
会 

 

 

十
一
月
十
九
日
（
日
）
、 

今
年
最
後
の
「
荒
谷
の 

滝
」
遊
歩
道
の
清
掃
を 

日
野
神
社
の
氏
子
（
荒 

谷
町
、
平
林
町
、
庄
田 

町
、
岩
内
町
）
二
十
一 

名
で
実
施
し
ま
し
た
。 

 

十
一
月
十
九
日
（
日
）
、
岩
内
山
を
愛
す

る
会
と
、
岩
内
マ
ル
イ
会
（
壮
年
会
）
市
職

員
も
二
名
入
り
、
岩
内
山
山
頂
ル
ー
ト
の
整

備
を
行
い
ま
し
た
。
三
月
一
六
日
（
土
）
、

の
新
幹
線
開
業
に
向
け
て
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
一
度
登
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。 

北
日
野
駐
在
さ
ん 

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

北
日
野
小
学
校
の
児
童
は
、
毎
日
登
校
の
際

に
、
見
守
り
隊
の
方
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
登
校
し

て
い
ま
す
。 

 

北
日
野
駐
在
所
の
宮
越
警
部
補
も
、
着
任
か
ら

毎
日
、
児
童
の
登
校
を
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
今
年
の
夏
は
猛
暑
で
し
た
が
、
制
服
に
防

刃
ベ
ス
ト
と
フ
ル
装
備
で
の
見
守
り
で
し
た
。 

児
童
を
見
守
る
会 

北
日
野
小
学
校
長 

北
日
野
小
学
校
か
ら 

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま 

し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

子
供
吟
舞
表
彰 

 

令
和
五
年
度 

十
一
月
二
十
三
日
（
祝
） 

埼
玉
県
草
加
市 

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会 

吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
決
勝
大
会 

〇
剣
舞
「
幼
年
の
部
」 

優
勝 

大
塚
耕
平
さ
ん 

庄
田
町
北
日
野
小
四
年 

〇
剣
舞
「
少
年
の
部
」 

優
勝 

大
塚
正
倖
さ
ん 

庄
田
町
北
日
野
小
六
年 

四
位 

吉
田
凌
真
さ
ん 

西
尾
町 

万
葉
中
一
年 

〇
詩
舞
「
青
年
の
部
」 

四
位 

飯
塚
麻
友
さ
ん 

西
谷
町 

 
 

 
 

 

写
真
は
四
面
に
記
載
し
て
い
ま
す 

囲
碁
ボ
ー
ル 

 

ボ
ッ
チ
ャ 

優
勝 

平
林
町 

 

優
勝 

 

矢
放
町 

次
勝 

西
尾
町 

 

次
勝 

 

庄
田
町 

三
位 

矢
船
町 

 

三
位 

 

矢
船
町 

総
合
優
勝 

矢
船
町 



                             

                             

                             

                             

 （3）令和 5年 12 月 15 日   ＜地区の将来像＞暮らしの安全、快適生活とインフラ整備            

１２月～１月の予定 
 

12 月 17 日(日)  金封とポチ袋作り 
   23 日(土)  しめ縄作り 
     23 日(土)  門松作り 
 
1 月 6 日(土) ウェルカムダンス練習会 

 7 日(日)  二十歳のつどい 
休館日 毎週月曜日   12 月 28.29.30.31 
                     1 月 1.2.3.4.14   
         

 
 

 
  
 先日、6 年生になる娘が、ある宿泊研修に参
加しました。 
北日野小学校からは３人の児童が参加し、越

前市の各学校からも数名参加しての約５０名で
の一泊二日の研修でした。初めて同士の子供た
ち、最初は緊張していましたが、すぐに打ち解
けあい、いつの間にか仲良くなっている娘たち
を見て、そのコミュニケーション能力を少しで
も分けて欲しいと心から思う、未熟なアラフィ
フ親父でした（笑） 

北日野駐在所だより №６９ 

「暖房器具には危険が潜んでいます！」 
 これから寒くなるにつれて、暖房器具の使用
頻度が高くなり、火災が多く発生する季節とな
ります。 
暖房器具の取り扱いには十分に注意し、点検
を行いましょう！！ 
 
【暖房器具の使用にあたって注意すること】 
・燃料の誤給油に注意する。 
・耐震自動消火装置が、正常に作動するか定期
的に確認する。 
・暖房器具の上や近くで、洗濯物を乾燥するな

ど、燃えやすい物は近づけない。 
・寝る時や外出する時には、必ず火の元を確認
する。 
・灯油を使用する暖房器具では、一酸化炭素中
毒に気を付ける。 
※一酸化炭素は無色、無臭で気がつきにくい
為、こまめに換気を行いましょう。 
 
［問い合わせ先］南越消防組合 東消防署  

予防指導課 ☏４３－０１１９ 

きたひのセミナー（味噌を使った料理教室） 
 

１１月１８日（土）、味噌を使った料理教室
を開催しました。主役になったり、脇役にな
ったりしながらもすべての料理に味噌を使い
ました。 

 【メニュー】 
・くるみ味噌・豚肉のねぎ味噌焼き 
・焼き薄揚げと大根のサラダ 
・かす汁・黒糖蒸しパン 
 

小学校 PTA 保護者 

書
道
教
室
朝
の
部 

平
井 

久
美
子
さ
ん 

書道通信 

① 特殊詐欺に引き続き警戒をお願いします。 
【１０月末現在の特殊詐欺被害発生状況】計２６件   

約５９００万円で被害が急増しています。詐欺の電話やハガ
キいつ来るかわかりません。 
② 夕暮れが早まり交通事故が多発します 
例年、年末に多数の交通死亡事故が発生します。午後５時

の帰宅時間前には日没で真っ暗になっています。運転者は速
度を控え、歩行者は反射材の携行をお願いします。 
③ 飲酒運転は「犯罪」です 
年末年始になり、飲酒する機会が増えてきます。 

忘年会や新年会が終わった後、気持ちが大きくなったところ
で飲酒運転をするケースが多いです。飲酒運転は犯罪です。
懲役・罰金だけでなく、厳しい社会的制裁を受ける可能性が
あります。どうぞご留意ください。 
 

味噌作り教室を開催します 
日時：２月１０日（土） 
   午後１時３０分～ 
場所：北日野公民館 料理室 
講師：味菜クラブのみなさん 
材料代：３，５００円 
（豆一升 麹３倍 
  ７～８㎏の味噌ができます） 
豆は煮たものを用意します。 
先着：１０名 
〆切：１月２８日（日） 
持ち物：味噌を入れる容器・エプ
ロン・三角巾・マスク・手拭きタ
オル 
申込み先：北日野公民館 
     ☏２３－４６０３ 

令和 5 年度二十歳の式典のご案内 
  
令和 5 年度越前市「二十歳の式典」は、今年度二十歳になられる

方を対象に開催します。また、混雑を避けるため、当日の受付は、
式典会場内で二次元バーコードを読み込む方法とします。 
 

日時：令和 6 年 1 月 7 日（日）13:30～14:45（受付 12:30～） 
会場：越前市文化センター 大ホール 

 
開催判断：自然災害により交通機関がマヒするなど、開催が著し
く困難な場合は、二十歳の式典を延期し、令和 6 年 3 月 20 日 
（春分の日）に開催します。（時間・会場は変更なし）この場合 
直前の判断となることもあります。 

 
※参加できない方のため、当日の式典の様子をライブ配信します。 
※会場への入場は、二十歳を迎えられる方のみとします。 
※式典後、各地区公民館等で市主催の「地区のつどい」を開催しま
す。 
※周辺道路は混雑が予想されます。車でのご来場はなるべく控えて
ください。 
※越前市に住民票のある方には、11 月中旬に案内をお送りしており
ます。市外から参加希望の方は、下の二次元バーコードからお申込
みいただくか、直接お問い合わせください。 

【市外転出者申込み二次元バーコード】 

【 問合せ 】越前市教育委員会  
生涯学習・芸術文化課 
TEL：0778－22－7459  
FAX：0778－22－7497 
E-mail:gakusyuu@city.echizen.lg.jp 
担当：竹内 



                             

                             

                             

                 

［第 333 号]＜地区の将来像＞乳幼児から高齢者まで、笑顔と躍動あふれるコミュニティの形成   令和 5年 12月 15 日(4)  

パネル寄付 11/25 
 
 

西のトイレ広場の山側や 
東北の車道脇に見られる多 
年草。 つる状で他のものに 
からみつく。茎、葉共に毛 
がある。葉は互生し柄があ 
る。下の葉は長さ 80m ほど 
で深い切れ目がある。9 月 
葉と対生に花柄を出しまば 
らに花をつける。 花は径 1cm 
たらず先は深く 5 つにさけて 
そり返る。実は赤く熟しヒヨド 
リが好んで食べるのでヒヨド 
リジョウゴの名がついたとい 
われる。 

ヒヨドリジョウゴ(ナス科) 

西の展望台下に見られる 10m 
あまりの常緑樹。葉は蜜に互生 
し皮質で線形、深綠色。葉裏は 
うす緑色、雌雄異株、5 月小枝 
の腕にうす黄色の円柱状に雄花 
をつける。雌花も葉腋につき綠 
色の果たくの上に胚珠がある。 
種は緑色の球形で赤く熟した果 
たくは甘くなり食べられる。種 
が果たくの上に乗っている様子 
がお坊さんが袈裟(けさ)をつけた 
形に似ているのでラカンマキと 
もいう。ラカンマキはイヌマキ 
より葉が小さいものをいう。 
庭や生垣にも植えられる。 

イヌマキ(マキ科) 

５月花 

きたひのふるさと史跡 
 
 

焼き芋会 12/8 

日野神社新嘗祭 11/25 

玉ねぎ苗植え 11/27 

全国大会子供吟舞 
 

 
 
 
 

１０月花 

クリスマスツリー 12/7 

編集・発行  越 前 市 北 日 野 公 民 館 

北日野地区自治振興会（北日野公民館内） 

メ
ー
ル
投
稿
、
原
稿
な
ど
は 

↓
こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ
♪ 

〒915-0052 福井県越前市矢放町 21-11 tel/fax:0778-23-4603 

        E-mail:kitahino_ko@city.echizen.lg.jp 

https://kitahino.jp/ 

お友達登録は→のＱＲコード
で 

表
紙
の
俳
句
は
、
北
日
野
俳
句
会 

久
野 

陽
子
さ
ん
の
作
品
で
す 


